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■植物ゲノム情報学
植物のゲノム・エピゲノムの機能解
明と、それらの進化・多様化のメカ
ニズムについて研究しています。具
体的にはDNAの損傷・修復に伴
う植物エピゲノムの変動機構の研
究、様々な⽣物のゲノム情報を⽤
いたゲノム系統解析法の開発と植
物の進化プロセスの研究などに取
り組んでいます。

■遺伝⼦⼯学
植物の物質⽣産、種⼦形成、発
芽、環境適応などの⽣命現象に
関わる遺伝⼦の解析を⾏っていま
す。また、それらの研究成果を活
⽤して、遺伝⼦組換えによる有⽤
物質の⽣産、ゲノム編集による植
物の改良、成分分析による⾷品と
しての品質向上などを⽬指した応
⽤研究を進めています。

■植物病理学
世界では毎年10億⼈分以上の⾷料
が植物病害により失われています。その
問題解決に向けて私たちの研究室で
は、原因となる植物病原微⽣物が病
気を引き起こすメカニズムを遺伝⼦やタ
ンパク質のレベルから解明する研究をは
じめ、病原微⽣物の⽣態に関する研
究や、防除法の開発に向けた研究を
⾏っています。

■植物成分化学
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     M8

+ = 3371.29
     M8 + Na+ (N3 ->NH2) = 3345.33
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　 decaamer (n = 4)
     M10

+ = 4209.61
     M10 + Na+ (N3 ->NH2) = 4183.65
     M10 + Na+  = 4232.26
     M10 + K+= 4248.57
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　 dodecaamer (n = 5)
     M12

+ = 5047.93
     M12 + Na+  = 5070.92
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有機化学の視点から⽣命現
象（化学構造と⽣物活性との
相関関係）を説明しようとして
います。植物⾃⼰免疫活性が
期待されるオリゴ糖類、細胞壁
多糖類の構造、薬⽤成分の単
離・同定・化学合成・活性試
験、などについて研究しています。
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■分⼦栄養学
分⼦栄養学は、栄養素が体内で
どのように代謝されるかを分⼦・細
胞から個体のレベルで理解し、ヒト
の健康の増進を⽬的とする学問で
す。私たちは、運動と⾷物による⾻
格筋機能の活性化の科学的な
解析を⾏っています。また⼤腸がんの原因の⼀つとなる胆汁
酸の⽣体内での動態と作⽤機構の解析を⾏なっています。

■動物機能学
⽣体恒常性の維持には、脳と
全⾝臓器の正常な情報交換が
必須です。我々は脳と各臓器を
繋ぐ「⾃律神経」に着⽬し、⾃
律神経を介した⾷欲・エネル
ギー代謝調節機構を解明し、
摂⾷障害や各種疾患の予防・
改善法の確⽴を⽬指します。

■動物衛⽣学
ダチョウ抗体を⽤いた診断薬・治療
薬の開発、感染症や癌における細
胞接着分⼦の機能解明と診断・治
療法の開発、病原体の感染抑制
物質の開発、⽪膚機能と⽪膚常
在菌との関係などの研究を⾏ってい
ます。
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■植物育種学
作物の品種改良は、⼈⼝増加や気候
変動に対応した⾷料⽣産のほか、⽣
活の質の向上にも重要な役割を担って
います。コムギ等を材料に、ゲノムや遺
伝⼦情報を利⽤した遺伝育種的研究
を⾏なっているほか、ゲノム編集等によ
る新たな花⾊・草姿の作出と有⽤形
質の実⽤化などに取り組んでいます。

■果樹園芸学
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安⼼・安全で⾼品質な果実⽣産体系
の確⽴や次世代の新品種育成を⽬的と

した研究課題に取り組んでいます。特に、

⼟壌微⽣物群集(共⽣菌と寄⽣菌)を
活⽤した低投⼊持続型の果樹栽培体

系の構築、異種交雑によるハイブリッド
果樹の作出、京都在来果樹の⽣産振

興などを進めています。

■野菜花卉園芸学
野菜・花卉の栽培・育種技術の⾼
度化に取り組んでいます。養液栽培
や植物⼯場における⽣産の効率化
および品質向上技術、トマトの栄養
繁殖法、サトイモの花成誘導技術、
結球の制御機構、⾃然突然変異
の⾼度利⽤技術などについて、⽣態
から分⼦レベルまでの総合的視点か
ら研究開発を進めています。

■資源植物学
植物有⽤遺伝資源の収集・保存・評価
と利⽤、⾼品質⽣産を⽬的とした園芸
作物、特に果樹の育種と⽣産技術の開
発、耕地雑草ならびに海浜植物の⽣態
遺伝学的解析などを進めています。
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■細胞⼯学
花や野菜などの⾊とかたち、機能
性成分、病害抵抗性のメカニズ
ムを、遺伝⼦・細胞・組織レベル
で理解する研究を⾏っています。
材料は宇治茶や⾦時ニンジン、
花菜など京都ならではの農作物
や、サギソウやアサガオなどの花、
ミント、⾍こぶなど様々なものを
対象としています。

■農業経営学
環境保全型農業と地産地消に
関する研究、農村地域資源の
保全に関する研究、⼥性起業
とコミュニティビジネスに関する研
究、グリーンツーリズムと都市農
村交流に関する研究を⾏ってい
ます。

■応⽤昆⾍学
農業害⾍と天敵昆⾍の系統学
と分類学、⾶翔分散多型と休
眠による環境適応戦略、植⾷
者の寄主植物決定に関わる遺
伝的機構、雑⾷者と捕⾷寄⽣
者の利⽤資源を制限する⽣理
理⽣態的機構、昆⾍の多様性を理解・活⽤した害⾍防除、
天敵や活性物質の利⽤、希少種やその⽣息環境の保全な
どの研究に取り組んでいます。
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